競技会の再開に向けた基本方針について

－　新型コロナウイルス感染防止策を踏まえた申し合わせ事項　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社）熊本県水泳協会
本協会では、この基本方針を競技会における全ての参加者に、遵守すべき事項として確認し、協力を求める。また、これ
を遵守できない参加者には、他の者の安全を確保する観点から、大会への参加を取り消したり、途中退場を求めたりするこ
とがあり得ることを周知する。

１　競技会の参加募集時の対応
（1） 参加者が以下の事項に該当する場合は、参加の見合わせを求める（競技会当日に書面を求める）。
1 比較的軽いかぜ症状が続いている（平熱を超える発熱・咳・鼻水・咽頭痛）。
2 息苦しさ、強いだるさなどの症状がある。
3 嗅覚や味覚に異常がある。
4 同居家族や身近な知人に感染または感染が疑われる方がいる。
5 過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は
当該在住者との濃厚接触がある場合。
（2） マスクの着用・こまめな手洗い・アルコ－ル等による手指消毒・人と人との距離の確保を啓発する。
（3） 参加者に対し、競技会終了２週間以内に新型コロナウイルス感染症の発症があった場合、本協会に対
して速やかに濃厚接触者の有無等の報告をすることを遵守させる。
２　競技会までの準備について
（１）会場施設内において、複数の利用者が触れると考えられる場所は、予め消毒作業を行う。
（２）トイレ内のジェット式ドライヤ－や更衣時のドライヤ－使用は禁止とする。
（３）マスク・アルコール等の消毒液・非接触型体温計・ハンドソープ・アクリル板（又はビニ－ルカ－テ
ン）・手袋等の準備を行い、必要に応じて適切に設置する。
３　競技会での対応について
（1） 会場で使用する施設については、「三つの密」を避けるため以下の通りとする。
1 プ－ルや更衣室・招集スペ－スについては、特に広さにゆとりを持たせる工夫をする。ゆとりを持た
せることが難しい場合は、一度に入る人数を制限する措置を講ずる。また、選手の動線も指定する。
2 競技記録（結果）は公式掲示板で知らせるが、掲示板の箇所を増やしたり、設置場所を工夫する。
必要に応じて、インタ－ネットやスマ－トフォンを活用した結果表示も実施する。
（2） 施設内の窓や扉類は随時開放し、外気を取り入れる等の換気を行う。また、トイレの利用については、
トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう指示し、手洗いは３０秒以上こまめに行う指導をする。
（3） 朝の受付では、担当部署のスペ－スを拡充し、列の中での人と人との距離を一定間取るよう工夫する。
（4） 競技会への参加者の制限については、社会の感染状況や競技会の特性を鑑み、段階的に設定する。
（5） 開閉会式や表彰等の有無も競技会に応じて判断する。実施する場合は、感染対策を施す。
（6） 大会では、医療従事者を救護担当として設置する。また、医療関係機関・会場施設関係者・開催自治
体の衛生部局と連携して万全の対応をする。
熊本県：新型コロナウイルス感染症専用相談窓口（24時間対応）096－300－5909
熊本市：新型コロナウイルス感染症相談電話（24時間対応）　　096－364－3222　　096－372－0705
（7） 参加者から提出された情報（書類）は、個人情報の取扱いに十分注意しながら、競技会担当者側で大
会後１ケ月保存する。

４　大会に関する留意点について
（１）団体受付・競技役員受付は１階エントランスで行うが、机の間隔を拡充し、距離をとる。また、列の中での人と人との距離も取るよう促す（床にテープを貼るなどの対策を行う）。
（２）対面する場所はアクリル板や透明ビニールカーテンなどで遮蔽し、アルコール消毒液を設置する。
（３）参加団体担当者に受付の際、健康確認書の提出を求め、選手の健康観察に努める。また、大会当日の検温・健康チェックができていない選手に対しては、入館を認めない（検温体制は準備）。競技役員等の入館者にも検温及び健康状態のチェックを行う。
（４）受付時に入館者には全員ＩＤカードを配付する。館内ではＩＤカードを身に付けておくこととする（レース・アップ等以外）。
（５）一定数の参加選手がいる団体からは、競技役員又は運営役員を募り、競技又は競技以外における各箇所の運営業務に充てる。運営役員は、観覧席・控え場所・通路の対応やアルコール消毒液の補充、サブプール・飛込みプール・各更衣室の監視、招集競技役員補助（招集と選手誘導）等の業務に充てることとする。
（６）メインプールやサブプール、飛込みプールの利用については、別途計画する。
（７）招集は、通過ゲート奥のスペース（スケート貸し靴庫前）とする。また、招集において選手同士が距離を十分に取って並べるよう配慮する。
（８）救護を医療従事者で配置する。
熊本県：新型コロナウイルス感染症専用相談窓口（２４時間対応）：096－300－5909
　　　熊本市：新型コロナウイルス感染症相談電話（２４時間対応）　 ：096－364－3222　　096－372－0705
（９）競技記録（結果）の公式掲示板は設置箇所を屋外とし、三密にならないよう配慮する。
（10）観覧席では、声援を送らないことや近距離での会話を控えること等を周知徹底する。


以上の基本方針をエントリー及び競技会当日の代表者会議の際に、遵守事項として確認し、指導の徹底を求める。また、これを遵守できない選手・関係者は、安全確保の観点から、本競技会への参加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがあり得ることを周知する。



参考資料）スポーツ庁「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」
　　　　　　　　スポーツ庁政策課学校体育室「今年度における学校の水泳授業の取扱いについて」
　　　　　　　 （公財）日本スポーツ協会「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」
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